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八戸市学生まちづくり助成金制度と学生チャレンジプ
ロジェクトを活用した学生主体による JR 八戸駅での

種差画像の配信イベントの実施 
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Implementation of Tanesashi coast image distribution event by students 
voluntarily at JR Hachinohe station using HIT Student Challenge Project 

and Hachinohe City Student Town planning program 

Kouji SHIBATA† and Kazuma HANADA†† 
 

ABSTRACT 
   In this report, image distribution events of Tanesashi coast using ICT utilizing the Hachinohe City 

Student Town Planning Grant Program, which university students voluntarily conducted at JR Hachinohe 

Station on September 24th and 25th, 2016 is reported. Specifically, the preliminary meeting of the event, 
the preparation situation in advance and the situation of the event implementation on the day are reported 

in detail. Based on these points of reflection, the future prospects for the town development using ICT are 

also considered. In addition, we will also explain Tweet Bot device (we newly developed for the 
implementation of this event) which posts image of tourist spot and temperature / humidity information 

automatically to Twitter server, and how to use it for town development. 
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1. はじめに 

筆者らは以前、Linux OSが動作する小型のマイ

コンボードにVPNサービスを組み込むことで安価

で運用コストの低い遠隔監視システムを開発し1-4)、

これを普通高校生のコンピュータ教育実習5-7)や

ICTを活用した地域おこしへと応用している8-9)。

また2015年には、青森県八戸市より我々のこれら

ICTを活用した活動が八戸市学生まちづくり助成

金制度にも採択され、ICTによる八戸市の活性化

という目標を持ちつつ活動を継続している。この

様な背景にて、2016年の8月初頭にJR盛岡支社八

戸駅様より、八戸駅構内にて種差画像の配信イベ

ントを実施してもらいたいと要請があり、事前の

打ち合わせを踏まえて、これに応じる形で本学の

ボランティア活動グループであるHIT Teamたねち

ゃんの学生メンバーが主体となり、イベントの計
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要 旨 

筆者らは2013年度に、Linuxマイコンと携帯電話網に接続可能なUSBモデムとを組み合わせ

た、超小型かつ安価な端末組込み型のVPNシステムを構築した。そして、このシステムに

WEBカメラや温湿度センサを接続し、タブレットコンピュータなどのスマートデバイスを

用い、センサから遠く離れた場所からでもWebブラウザにてカメラ画像や温湿度センサなど

の情報が取得可能であることを示している。そして2014年度より、この成果を八戸工業大

学・学生チャレンジプロジェクトと公共施設を活用した地域おこしへと応用し、学生が主体

となった各種の地域連携活動を実践している。さらに2015年度には、八戸市より八戸市学生

まちづくり助成金制度が採択されたことを受け、八戸市の利益になることは何か？という意

識の元で、学生が自主的に実施するICTを活用した八戸市の活性化のための各種のボランテ

ィア活動を加速した。2015年度の成果としてはまず、マイコンで取得した種差海岸の画像な

どを八戸工大に設置したHTTPサーバに集約することにより、小型で安価かつ運用コストの

低いシステムにて、観光地の魅力をインターネットにより世界へと発信するシステムを構築

した。更に、観光名所である種差海岸にて地域住民を対象とした上記の情報配信システムを

用いた講習会イベントを実行し、地域住民への観光地の宣伝とICTの啓蒙活動とを実践した。

その一方、観光施設の屋外へ恒久的に設置可能な情報発信システムの構築の為、太陽光パネ

ルとバッテリーを備えた自立型の遠隔監視システムも開発した。その他、今年度新たに活動

状況を宣伝する為のブログを立ち上げた。そして、八戸の見所情報やグルメ情報を精力的に

取材し、これらの成果をブログへと逐次アップロードすることで、インターネットにて八戸

の魅力を世界へと公開した。更に、これらの取材の成果を展示パネルとしてもまとめ、はち

のへホコテンおよび中心街のファッションビル・チーノでの二度にわたる活動報告でも、こ

のパネルを活用して八戸の見所情報の宣伝活動を行った。そして、2016年2月には、これら

の活動成果を2015年度八戸市学生まちづくりコンペディションにて発表して活動内容を総括

した。本文では、これらの活動状況につき報告する。 
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最後に、「課外活動に関し、コメントがあれば

下記の自由記述欄に記入して下さい。」という

質問に対しては、 
 
1. 私はこの課外活動で自分の見識を広げることが

できたと思いました。通信技術を学ぶだけで

はなく、社会がその技術に対して何を必要と

しているかを学べたと思います 
2. 学生チャレンジプロジェクトでは技術面の向上

のみならず、コミュニケーション能力の向上

にもつながったと感じています。 
3. イベントで、来てくださった方に説明をして

いく中で学ぶことがたくさんありました。 
4. 貴重な経験をすることができました。いろいろ

と不手際が目立つ結果でしたが、外部の団体

や先生方のおかげであります。大変ありがと

うございました。 
5.  楽しかったです 
 
と回答のあった 5名全員から高評価が得られた。 
 

9. 成果の分析と今後へ向けた反省点 

八戸工大の学生が主体となり実施した、HIT 
Team たねちゃんによる ICT を活用した八戸の観

光地のアピール活動として、今年度は八戸によ

る助成をうけてインターネット上に展開する八

戸の魅力 PR のためコンテンツを拡大し、また

Web カメラなどによる八戸市の見所情報の配信

機器の屋外設置の目処もたった。また、PR のた

めの関連イベントも当初の予定より早い時期に

複数回行え、お客様が参加しやすいよう改善が

できたと考える。インターネットにて Web カメ

ラ画像を公開するホームページは昨年度すでに

完成していたが、よりリアルタイムな取材内容

の情報発信のため新たに独自ドメイン

（http://tanechan.elec.hi-tech.ac.jp/wordpress/）と独立

したホームページサーバによるブログを構築し

た。このブログでは頻繁に新しい記事を更新し、

見所 PR のコンテンツを大幅に増やした。更に、

SNS の Twitter（https://twitter.com/tanechan385）によ

る広報も今年新たに導入し、ブログにも埋め込

み周知させて多角的な情報の発信により、多く

の方々に八戸市の魅力を知っていただくきっか

けになったと考える。一方、カメラ画像などに

より八戸市の観光地などの見所配信システムの

屋外設置に関しては、今年度は夏と冬に設置試

験を行うなど来年度以降の長期設置により現実

味を持たせたが、設置場所を管理する相手団体

に提案するには太陽光パネルも含む機器の安定

稼働が不可欠であることから、精密機器の防水

化パッケージ開発、屋外での長期設置試験とい

った工程に十分な時間をとった。その結果、種

差海岸などの観光地への定常設置を見据えた機

器が構築でき、稼働実績は得ることができたが、

実際の観光地の屋外への機器設置までには至ら

なかった。機器を実際に八戸市の観光地に設置

して市の活性化のために役立てる必要がある。

一方、講習会イベントの実施では前述のように

早い段階から準備を行い、暖かい時期に複数回

開催できた事と、作成したホームページ、ブロ

グや SNS を利用した情報発信、さらに八戸市お

よび教育委員会様の協力を得られた結果、これ

までの 10 倍の 100 名以上のご応募があり、今回

は収容人数の都合上 30 名を抽選により選出し行

ったが、このようなイベントは需要があること

が分かったので、定期的に実施する必要がある。

一方で、10 月 4 日（日）のイベントでは大掛か

りな準備を必要としたため、このイベントに体

力や気力を大幅に消耗してしまい、以後の取材

活動に影響を及ぼした。 
なお、今後の活動としては ICT による震災の

記憶の伝承法、ホームページの英語化、開催時

期、場所や回数、八戸市 PR のためイベント内容

などを再考したい。但し、実質として学生自身

が発案して独自に取材しパネルという形でアウ

トプットを出せたのは“種差マルシェ”のみで

パネルの完成も 2016 年 2 月末となり、各種イベ

ントでのお披露目が出来なかった。よって、次

年度は無理の無い程度で全体のスケジュールが

こなせるよう、講習会イベントでの大幅な負担

軽減が課題である。 
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画・準備および実施をした。そこで、その時の事

前準備および当日の実施状況について、ここに報

告する。 

2. 実施したイベントの概要 

JR八戸様のご依頼により今回実施したイベント

は、我々が以前に開発したLinux OSが動作するマ

イコンにVPNサービスを組み込むことで、マイコ

ンにWebカメラや温湿度センサ等を接続すること

により、遠隔地の画像や温度・湿度等のセンサ情

報を手元の端末で取得したり、八戸工大内に設置

したhttpサーバによりインターネット上で公開で

きるシステムを種差画像の配信に応用するもので

ある。すなわち今回は、1. Webカメラ等を接続し

たマイコンを種差海岸に設置して携帯電話回線と

インターネット経由でカメラ画像やセンサ情報を

転送し、2. 八戸駅には一般的なパーソナルコンピ

ュータやノートPCを設置して、同じくインター

ネットを通して、1. にて送信した情報を受信する。

そして、これらの状況を確認できる大型の液晶モ

ニタを八戸駅構内に設置して、新幹線の乗降客の

皆様に種差海岸の綺麗な画像を見ていただき、八

戸市の観光アピールをしようというものである。 
これに加え、今回は我々が新たに開発したカメ

ラ画像や温・湿度情報をTwitterサーバに自動的に

投稿して連続配信するTweet Bot装置も同様に種差

海岸に設置し、期間限定ではあるが種差海岸の画

像をTwitterにて公開した。 
HIT Team たねちゃんとしての活動は 2016 年度

で 3年目であり、一貫してコンテンツの利活用も

含めた ICTによる青森県や八戸市のまちづくりと

地域の活性化つまり、街おこしをコンセプトとし

て活動を続けてきた。その活動の途中で我々の成

果を観光地や中心街にて展示したいと考えるよう

になったのだが、特に観光施設での展示を考える

と、運用を代行している NPO 法人の先方都合等

により実施が叶わない場合も多々あった。そのよ

うな中で今回、JR 東日本様のご指導により、こ

の様な大舞台で成果を発表できる事になり、この

幸運に感謝をしつつ目的実現のために確実に準備

をしつつ、ハレの日に備えることになった。 

3. JR八戸駅における事前の打ち合わせ 

イベントの実施に先立ち、2016年 8月初頭に本

学の社会連携学術推進室経由にて JR 八戸駅様よ

り HIT Team たねちゃんメンバーにイベント実施

の要請があった。そこでまず、現時点で我々が

ICT を活用して出来ることを知ってもらうため、

8 月 28 日（日）にメンバーが青森県の JR 八戸駅

に出向き、八戸駅にて種差海岸の画像配信のため

の打ち合わせを行った。八戸工大の対応者は電気

電子システム学科 4 年で HIT Team たねちゃんの

Team のリーダである新谷君と副リーダの若沢君

であり、JR 東日本側のご出席者は、西村様、松

橋様、大下様であった。当日は改札にてアポイン

トをとった後に応接室へと通され、私たちが提示

する展示案を資料と共に説明した。その時の様子

を図 1および図 2に示す。 
 

 
図1   JR八戸駅における事前打ち合わせの様子 
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図2   JR八戸駅における事前打ち合わせの様子 

 
なお、打ち合わせとは関係ないが、新谷君が座

ったソファーは来八時に天皇陛下もお座りになら

れたとても貴重な場所だそうで、この様な場所で

打ち合わせが出来て光栄である。そして我々のプ

レゼンの後は JR 様から幾つかの質問があり、9
月 25 日（日）には八戸駅にて青森県・函館デス

ティネーションキャンペーン（DC）のクロージ

ングイベントが行われるため、これと連携する形

で 9月 24日（土）と 9月 25日（日）の 2日間に

わたり、たねちゃんメンバーが過去に収集した種

差海岸のグルメ情報のポスター展示などと共に、

八戸駅構内にて種差海岸の動態展示も含むシステ

ムの展示を実施することになった。そして、打ち

合わせの後は八戸駅のコンコースにて実際の設置

場所の確認を行った。当日はこの場所にて、DC
のクロージングセレモニーと共に図 3における左

ステージ部分にテーブルと大画面のモニタを設置

し、種差からの動画を配信（中継）しイベントを

盛り上げることとなった。 
 

 
図3   コンコース内Jにおけるイベント開催場所の確認  

4.  イベント当日までの準備状況 

先の JR 八戸駅様との打ち合わせの後、主にグ

ループのコアメンバーが現場で用いるシステムの

調整やイベントで用いる機器の手配、さらには当

日の説明ポスターど、事前の準備を進めていった。

そして、ある程度の目処がついた 9 月 16 日

（金）には事前に募った当日のメンバーを集めた

学内説明会を実施した。その時の様子は図 4に示

す。実際の八戸駅構内(入場券が必要)での展示は

9月 24日（土）および 25日（日）の 10:00～16:00
と設定したが、当日は種差海岸と八戸駅に別れて

大規模な作業を必要とする為、あらかじめ HIT 
Team たねちゃんメンバー以外にも八戸工大の電

気電子システム学科の学生に助っ人をお願いし、

リーダーの新谷聖君、副リーダの若沢卓道君を中

心に当日を乗り切ろうと考えた。 
イベント当日の実施手順としては、まず種差海

岸には副リーダの若沢卓道君と 1年生のたねちゃ

んメンバー2 人の合計 3 人が自動車で移動し、図

5 のネットワーク機器を種差キャンプ場辺りに設

置する。なお、当日は屋外での運用となり、また

バッテリーによる独立電源を必要とすることから、

慎重な作業が求められる。 
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図1   JR八戸駅における事前打ち合わせの様子 

 

— 105 —



八戸工業大学紀要 第 36 巻 

−  −  4 

 
図4   学内における事前打ち合わせの様子 

 

 
図5   コンコース内Jにおけるイベント開催場所の確認 

 
ここで本来であれば、我々が開発した太陽光パ

ネルを備えた防水防塵の屋外設置型遠隔監視シス

テムを種差海岸に設置すれば、種差側では無人で

運用出来るのであるが 10)、残念ながら準備時点で

種差海岸の管理者より設置の許可が得られなかっ

た。その為、今回は 2日間、仮設置と撤去を繰り

返しメンバーによる監視の下、配信を行うことに

した。そして、不測の事態に備えて図 6の様に大

量のバッテリーを用意した。 
 

 
図6  コンコース内Jにおけるイベント開催場所の確認 

 
そして、種差海岸にて取得したカメラ画像を

JR 八戸駅にて図 7 のコンピュータとモニタによ

り種差海岸の温度・湿度情報と共に配信する為、

装置一式の動作確認を行った。ここで重要なのは、

種差海岸にはマイコンの装置を 2台設置して 1台
は動画を八戸駅に転送するが、もう 1台は図 8の
通り、取得した画像だけでなく温度湿度も Twitter
のサーバーに転送して公開して、どのスマホでも

インターネットに接続すれば種差の状況が確認で

きるようになっていることである。 
 

 
図 7  JR八戸駅に設置する装置一式の動作確認の様子 
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図 8  JR八戸駅にて表示する種差画像 Twitterのタイムライン 

 
この様に、当日 JR 八戸駅で展示、公開する内

容は一定の技術を必要とするため、お客様へのこ

れらの説明のために図 9のマニュアルを作成した。

そして、八戸駅ではリーダの新谷聖君を中心とし

て、6 名程度の学生が説明にあたることにした。

八戸駅および種差海岸での当日の運用スケジュー

ルを図 10および図 11に示す。この様に八戸駅班

と種差海岸班場別行動となり、合計 10 名程度の

人員による大掛かりな対応が必要となる。この様

に、学生が主体となり、リーダおよび副リーダの

元で、万全の準備を進めた。 

 
図 9  当日の説明のためのマニュアル 

 

 
図 10  八戸駅での展示のためのスケジュール表 
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図 11  八戸駅での展示のためのスケジュール表 

 

そして、更に、イベントを翌日に控えた 2016
年 9 月 23 日（金）には、大学のキャンパス内に

て各機器の最終的な運転試験と動作確認を行った。

実際の作業内容としては、まずは種差海岸に仮設

置する Webカメラを接続し、図 12 の通り画像を

八戸駅や Twitter サーバに伝送するマイコンの最

終確認を行った。そして、特に問題ないことが確

認できたため暫くそのまま稼動させ、不具合等の

抽出を行った。 
 

 
図 12  イベント前日の機器の動作確認 

 

そしてその後、八戸駅のコンコース内に設置す

るパソコンとデュアルディスプレイの大型液晶モ

ニタも含めた動態展示の機器一式を図 13 の通り

梱包して車に積み込み、八戸駅に運び込んだ。 
 

 
図 13   当日の説明のためのマニュアル 

 
その後、JR 八戸駅に移動し、コンコース内の倉

庫で携帯電話技術を応用したモバイル回線を含む

機器一式を接続し、図 14および図 15の様に八戸

工大に設置したカメラの画像が JR 八戸駅に伝送

されることが確認できた。これらの実現の為イン

ターネット VPN（Vertural Private Network）という

技術を用いるが、インターネットやネットワーク

の知識があれば、この様なシステムが簡単かつ安

価に出来る。但し、マイコンへのプログラムの設

定や Twitter サーバとの連携は、それなりの技術

を必要とする。 
 

 
図 14   JR八戸駅コンコース内における前日の機器の動作確認 
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図 15  JR八戸駅コンコース内における前日の機器の動作確認 
 
その後、八戸工大に戻って今度は図 16 の通り

種差の機材一式を梱包して、今日の作業は終了し

た。なお、当日は雨の可能性もあった為、防水グ

ッズ一式も追加て購入した。更に、事前に充電し

ておいた大容量バッテリーの充放電特性も図 17
の記録表にシナリオを記入し、実際の屋外での運

用時間を見積もるという念の入れようであった。 
 

 
図 16  種差での配信に用いる機材一式の梱包 

 

 
図 17  種差での配信時に必要な電源供給用バッテリーの充電

シナリオ 
 
以上の様に、いくら JR 八戸駅様からのご依頼

とはいえ、最初は気軽に請け負ってしまった種差

海岸の画像の八戸駅のコンコース内での配信なる

イベントのため、八戸工業大学から頂いた学生チ

ャレンジプロジェクトの殆どの資金と、10 人体

制での 2 ヶ月弱のとんでもない労力（マンパワ

ー）を使う事にはなった。しかしながら、この様

なイベントの運営はなかなか出来ない貴重な体験

でもあり、準備は万端に整えた為、これもボラン

ティアというか社会貢献だと言い聞かせ、はりき

って本番へと臨んだ次第である。 

5.  当日のイベント実施状況 

イベントの開催場所が JR 八戸駅構内と公共性

の強い場所であったこともあり、先に説明したよ

うに事前に綿密な準備をしつつ、2016 年 9 月 24
日（土）、25 日（日）の当日に臨んだ。特に 25
日には、十日市秀悦さんの陸奥湊で良く見かける

イサバのカッチャのパフォーマンスや、津軽のり
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んごのプレゼントなど、青森県・函館ディティネ

ーションキャンペーンのクロージングイベントと

共に、イベントに参加することが出来た。図 18
の通り、8 時 45 分に八戸工大バスロータリー前

に集合して種差班 3名、八戸駅班 6名に分かれ、

各自が自家用車で現地へ移動した。 
 

 
図 18  イベント当日の八戸工大でのメンバーの集合の様子 

 
そして、種差海岸では現時点でモバイル百葉箱

の恒久的な設置が認められていないのと、NPO
法人 ACTY や種差海岸インフォメーションセン

ター等との不要なトラブルを避けるため、種差キ

ャンプ場へ入る前に手前の商店に寄り 2 日分

2000 円の入場料を支払い、図 19 のような炊事場

の横の岩場（岩礁）などが綺麗に見渡せるロケー

ションの良い場所に昨年度の八戸市学生まちづく

り助成金制度で購入させて頂いた移動テーブルを

設置し、その上にマイコン、カメラ、温湿度セン

サ等を固定して生配信を実施した。 
 

 
図 19  種差海岸での機器一式の設置 

 
ここで、この様な海岸沿いに有線インターネッ

トが来ておらず、図 20 の様に携帯電話回線を介

してインターネットに接続した。なお、現在は

LTE という技術が普及しており、それ以前の通信

システムと比べて通信速度や応答速度(ping)も格

段に速く、また多数の端末からの携帯電話基地局

への同時接続時の性能も向上している為、動画配

信なども簡単に実現出来る。その際、屋外での配

信であることから、図 21～図 24 に示す通り、電

源もバッテリーや携帯型の太陽光パネルを用いて

自身で確保した。 
 

 
図 20  種差海岸に設置した機器一式の配信の確認 
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図 21  種差海岸へ設置したインターネット画像配信機器 

 

 
図 22  種差海岸での大型バッテリーによる配信機器の運用 

 

 
図 23  種差海岸での配信に用いたインターネット端末 

 

 
 

 
図 24  携帯型太陽光パネルによる電源供給の補助の様子 

 
実際の中継画像を図25～図27に示す。この様に、

種差海岸の綺麗な景色を八戸駅やTwitterサーバ

（@hachieki_HIT）へと転送した 。なお、種差と

八戸駅の間は無料通話AndroidアプリのWhatsApp
を使って連絡を取り合った。MVNOや格安SIM(格
安スマホ)を使うと、月300円で音声通話出来る時

代であるからこそ、このようなイベントが気軽に

出来るといえる。また、現場の作業で感じた事と

して、通信速度がいくら上がってスムーズな動画

が配信できたとしても、音声通話は直接的かつリ

アルに気持ちを伝えられるメディアであると感じ

た。 
 

 
図 25  種差海岸からの画像配信の様子 
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図 26  種差海岸からの画像配信の様子 

 

 

図 27  種差海岸からの Twitterによる画像配信の様子 

 
そして、システムが安定すれば後は機械により

自動で配信される為、夕方までは機器を見守りな

がらゆっくりした一日を過ごした。但し、夕方一

度撤収しなけらばならず、夕方には一時的に機器

を撤収して 2日目の朝、また同じ場所に装置一式

をセットアップした。 
一方、八戸駅（はちえき）では、図28のように

種差海岸にて配信したライブ画像を大型液晶モニ

ターで表示展示した。なお、当日は休憩時にコン

コースの出入りが必要であるため、八戸工業大学

の学生は図29の入構証を身につけて来客者に対し

て説明にあたった。その際、大型の液晶モニタは

JR八戸駅様より借用できた。図30は八戸駅での中

継の様子であり、実際は動画だが動きを見せられ

ず残念である。 
 

 
図 28  種差海岸からの画像の JR八戸駅での配信の様子 

 

 
図 29  当日に JR八戸駅構内で身に着けた入稿証 

 

 
図 30  当日に JR八戸駅構内で身に着けた入稿証 
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そして更に、今年度に新たに開発したTweet Bot
装置も種差海岸に配置して、図31および図32の通

り、Twitterでの配信状況もアピールした。 
 

 
図 31  JR八戸駅構内での Twitter配信の宣伝 

 

 
図 32  JR八戸駅構内での Twitter画像の配信の様子 

 
また、図33に示すように我々の活動も補助パネル

を用いて説明にあたった。 
 

 
図33  JR八戸駅構内における配信システムの動態展示の様子 

 
なお、種差の画像はライブ映像である為、図34

および図35の様に現地の配信スタッフにもたまに

カメラ内に移り込んでもらった。当日の展示では、

せっかくライブ配信しても動きがダイナミックに

伝わらないこともあった為、次回の実施時は、た

とえば種差海岸のスタッフとの景品付ジャンケン

大会や、少し動きのある中継や出し物など、コン

テンツを工夫したいと考える。なお、写真の液晶

ディスプレイ内に写っているのは、種差海岸に居

る1年生の赤松君と鈴木君である。今回は種差海

岸での裏方の仕事であったが、いずれHIT Teamた

ねちゃんの主要メンバーとして、八戸市の活性化

の為に活躍してくれることと思われる。 
 

 
図 34  JR八戸駅構内での種差に居るメンバーの動きの様子 
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をセットアップした。 
一方、八戸駅（はちえき）では、図28のように

種差海岸にて配信したライブ画像を大型液晶モニ

ターで表示展示した。なお、当日は休憩時にコン

コースの出入りが必要であるため、八戸工業大学

の学生は図29の入構証を身につけて来客者に対し

て説明にあたった。その際、大型の液晶モニタは

JR八戸駅様より借用できた。図30は八戸駅での中

継の様子であり、実際は動画だが動きを見せられ

ず残念である。 
 

 
図 28  種差海岸からの画像の JR八戸駅での配信の様子 

 

 
図 29  当日に JR八戸駅構内で身に着けた入稿証 

 

 
図 30  当日に JR八戸駅構内で身に着けた入稿証 
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図 35   JR八戸駅構内での種差に居るメンバーの動きの様子 

 
最後に、当日の展示での接客の様子は図36～図

38に示す通りであり、一定量の集客があった。 
 

 
図 36  JR八戸駅構内での接客の様子 

 

 

図 37  JR八戸駅構内での接客の様子 

 

 
図 38  JR八戸駅構内での接客の様子 

 
更に、当日の実施の様子は図39に示す通り、デ

ーリー東北様にも2016年（平成28年）09月25日
（日曜日）付のデーリー東北紙の19面地域、三八

にて、「種差海岸の魅力知って」というタイトル

で新聞記事にして頂くことが出来た。 
 

 

図 39  デーリー東北の記事 

 

6. 実施後の反省点と今後の展望 

イベントの準備および、実施における反省点を

以下の通りまとめた。 
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1. 機器が予め恒久的に設置されていれば、種差

側の負担が殆ど無くなり、イベント自体の工

夫に労力を割くことが出来る。 
 
2. 種差海岸の画像を配信しても、風景自体は静

止画なので、種差側からのアクションとして、

じゃんけん大会など動画独自の番組的なもの

をやらないと、お客様には興味を持ってもら

えない。

3. あらかじめ参加者を募って、講習会イベント

等を行ったほうが、拘束時間の有効利用に繋

がると思われる。

よって、機器の恒久的な設置を早急に進めると

共に、これらの課題については、今後のイベント

実施に向けて改善していきたい。

7. おわりに 

本報告では、2016年9月24日（土）および25日
（日）にJR八戸駅構内にて行われた、種差海岸画

像の配信イベントの準備および当日の実施状況に

ついてまとめた。事前の綿密な準備のお陰で、大

規模なシステムの構築が伴ったにもかかわらず、

無事に実施および終了できた。但し、今後はお客

様の興味や集客も意識して、動画の特徴を生かし

たイベント等も組み合わせる必要があると考える。

最後に、このイベントを通して、貴重な体験が出

来き、今後のHIT Teamたねちゃんとしての活動の

ヒントとなる課題も各種取得することが出来た。 
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最後に、当日の展示での接客の様子は図36～図

38に示す通りであり、一定量の集客があった。 
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図 37  JR八戸駅構内での接客の様子 
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更に、当日の実施の様子は図39に示す通り、デ

ーリー東北様にも2016年（平成28年）09月25日
（日曜日）付のデーリー東北紙の19面地域、三八

にて、「種差海岸の魅力知って」というタイトル

で新聞記事にして頂くことが出来た。 
 

 

図 39  デーリー東北の記事 
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イベントの準備および、実施における反省点を
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要 旨 

本報告では、2016 年 9 月 24 日（土）および 25 日（日）の 2 日間にわたり、八戸市学生まち

づくり助成金制度を活用して JR 八戸駅にて大学生が主体となって実施された、ICT を活用し

た種差海岸の配信イベントの事前打ち合わせ、準備状況および当日のイベント実施状況につい

て報告する。そして、これらの反省点を踏まえ、ICT を活用した、まちおこしに関する今後の展

望についても述べる。更に、このイベントの実施のために、新たに開発した Twitter サーバに観

光地の画像や温度・湿度情報を自動的に投稿する Tweet Bot 装置のまちおこしへの活用法につい

ても説明する。 
 

キーワード  ICT，インターネット，遠隔監視システム，学生ボランティア 
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